
研究成果情報 生産環境 １２ 果樹 病害虫

新技術・情報名 ブドウ枝膨病菌の抗体法による検出 分類 ③

１． 成果の内容

１）技術、情報の内容及び特徴

ブドウ枝膨病菌の簡易同定や生態解明への利用を目的に、

ナル抗体を作成した。

ポリクロ

（ １ ） 免 疫 に 用 い る 抗 原 は、菌糸より胞子を用いることで、他の菌の菌

糸及び胞子に対して交差反応が少なく、特異性の高い抗体が得易

い。

（２）α胞子に対するマウ ス 抗 体 は 、 胞 子 発 芽 初 期 の 菌 糸 に 対 し て 反 応

性が高い。

（３）酵素結合抗体法（ＥＬＩＳＡ）による胞子の検出限界は、１０４／

ｍ＆で、利用価値は低い。

２ ）技術、情報の適用効果

形態的に似た胞子を持つ菌とブドウ枝膨病菌の簡易識別が可能となる。

３）適用範囲

ぶ ど う 生 産 地 域 及 び 研 究機関

４）成果の利活用・普及上の留意点

得られた抗体は、他菌に対する交差反応があるため、吸収操作を必要

とし、吸収による力価の低下 に 配 慮 す る 。
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２．具体的データ

３．

表１ブドウ枝膨病菌に対する抗体の反応（平成２年，３年）

ウサギ抗体マウス抗体

病原菌名 部位胞子菌糸α胞子β胞子菌糸
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＋
Phomopsisspα胞子…±､＋＋＋土

β 胞子十十十十十十±
‐｡一口｡｡ロ＝‐｡缶■ロローローーロ‐｡~■■■■‐■‐｡■■ ■■｡■●■｡■‐｡‐‐一一■つ‐＝口一一一一＝＝＝－－■－－＝ー--一一＝＝ｰ～ｰー一つ‐●‐÷一一一－＝■ロ◆

ブド ウつ る割 病

ＰｈｏｍｏＰｓｉｓｖｉｔｉｃｏｌａ
●の｡●｡｡●●■■‐■ロ｡｡｡‐‐吟●■■一＝｡‐‐①‐‐■■■■‐ー‐ローーロー画一＝ーー一－－つ‐｡‐■｡■‐‐‐｡●‐‐‐ーー‐ー一ー＝~一－－車ロー草一一＝■－ｰ写一口

ブ ド ウ 黒 と う 病 菌糸

胞子±ＥｌｓｉｎｏｅａｍｐｅｌｉｎａＮＴＮＴＮＴ
｡‐■■■ロ画■ー‐ー■‐凸■‐‐■■‐■‐‐‐‐ー一＝ーーーーーーー=－＝＝＝●一‐｡ーー一一一ｰー＝ー＝－－－ー一ーーー一色■＝‐ｰ｡‐＝■■■－●－－口■｡｡｡‐‐●ＣＣＣ

ブ ドウ晩 腐 病 十 十

Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａｃｉｎｇｕｌａｔａ
■■●●の｡｡｡｡■■＝■■■画■■つ‐‐ーー‐■ーー＝ーロー古＝ーー‐一｡‐‐一一ーーー＝■=＝－＝－－＝－－ーー一一一口‐~｡■‐‐－‐‐‐－－－－－－－ローーー－＝＝■＝字

ナ シ輪紋病菌糸

Ｐｈｙｓａｌｏｓｐｏｒａｐｉｒｉｃｏｌ胞子十ＮＴ
■■｡｡｡■■●○○○■■‐■■ローーーロ口車｡｡ー■＝ーローローーー●ー輯一画一画一一一一＝＝＝ー■ーｰ－－ー‐ーー‐‐｡つ＝‐‐ロ②●‐‐‐‐ーローーーーーー＝＝＝－－凸一一

ナシ枝枯病

Ｂｏｔｒｙｏｄｉｐｌｏｄｉａｔｈｅｏｂｒｏｍａｅ
■ｐロロ●ロー■‐■■つ守一ロロ‐一一一＝画ロロ‐‐■①‐｡■＝●｡の一年一一＝＝ーー＝ーーーー＝ローーーーーーｰｰ色②‐‐｡‐‐ローｰ■－●ロー－■ｰ－－－－－－－－－ローーー

イ チジク胴 枯 胞 子 十 Ｎ Ｔ Ｎ Ｔ

Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓｃｉｎｅｒｅｓｃｅｎｓ

注）ＮＴ：未賦験

その 他特 記事 項

担当部科室名：果樹苗木分場ウイルス無毒化研究室

研 究 担 当 者 名 ： 平 島敬太、草野成夫、野口保弘

研究課題名：果樹病原菌に対する抗体の作出と適応性の検討

期間：平成２年～平成３年予算区分：経常

既発表輪文・資料名等：平成２年度果樹苗木分場試験成績書

取 りま とめ 責任 者名 ：平島敬太

－２５７－

ｒパー～、


